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⼟壌微⽣物の機能をフル活⽤し、未来型の⾷料⽣産体制を実現する
⼟壌微⽣物叢アトラスに基づいた環境制御による循環型協⽣農業プラットフォーム構築
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世界の⼈⼝の推移と⾷料⽣産のバランス

2050年までの⼈⼝増減率(%)

国際連合World Urbanization Prospects:The 2011 Revisionを基に総務省作成

世界⼈⼝推計2019年版 データブックレット

世界の⼈⼝推移予測 世界の⾷料需要量の⾒通し

農林⽔産省「２０５０年における世界の⾷料需給⾒通し」

⽇本は⼈⼝減
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炭素（C）
の循環

窒素（N）
の循環

リン（P）
の循環

循環型農業

⾷料⽣産の現場に起こっていること→社会の新たな価値創造・マインドセット

公益財団法⼈特別区協議会

NHK News
農林⽔産省

2050年までに
・化学農薬の使⽤量を50％低減
・化学肥料の使⽤量を30％低減
・有機農業の取組⾯積の割合を

25％に拡⼤（100万ha）

カーボンオフセット、
カーボンニュートラル、カーボンクレジット

フードセキュリティー
ロシアの軍事侵攻の影響
を受けた肥料価格の⾼騰

みどりの⾷料システム戦略
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⽇本経済新聞

2021年5⽉12⽇策定

「意欲的な計画。⽣産者、事業者、消費者
それぞれの理解と共同で実現するもの」

By 野上浩太郎農相

2018年実績︓耕地⾯積の0.5％（2万3000ha）



European environment agency

炭素（C） 窒素（N） リン（P）

根圏⼟壌

炭素（C）
の循環

窒素（N）
の循環

リン（P）
の循環

循環型農業

循環型農業の達成に向けて現在の農業が抱える問題︓国内外で共有される課題

未知の微⽣物の機能を活⽤し、⼟壌・環境の制御を試みる → 持続可能・循環型の農業

健康な⼟壌：Soil Health
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⼟壌DX

環境にやさしい農業

Soil HealthからGlobal Healthへ

データ

AI

世界規模での⼈⼝増加・気候変動や、農業⽣産や⾃然環境へ影響を与える⾷⽣活の変化など
あらゆる環境・⾷⽣活の変化に対応できる持続的な⽣産技術基盤の構築を⽬指す。

• 未来型の⾷料として「ダイズ」に着⽬し、⼟壌・植物・環境の3つの要素を正確に
把握することで「健康な⼟壌」の理解・制御を⽬指す。

• 「循環型協⽣農業プラットフォーム」を基盤として、⼟壌の健康管理を⾏う栽培
マネジメントが可能なシステム作りを推進し、農業の活性化や未来型⾷⽣活に
向けた持続的な⾷料供給産業の創出を⽬指す。

フード・セキュリティ（⾷料安全保障）問題
1996年にローマで⾏われたFAO世界⾷糧サミットは、
世界の⾷糧問題をテーマにした世界初の国際会議。
そこでは「フード・セキュリティ」を
「（⾷料の）⼊⼿可能性（availability）」
「（⾷料への）アクセス（access）」
「（⾷料や⾷資源の）活⽤（utilization）」
「安定性（stability）」
の4つの要素として定義された。

⼟壌微⽣物叢アトラスに基づいた環境制御による循環型協⽣農業プラットフォーム構築



屋内における垂直農業技術に
より収穫効率を最⼤350倍に
農薬、農地⾯積などを削減

持続可能な農業への取り組みは世界的に注⽬されており、市場規模が拡⼤している

炭素の貯留量を買い取り、企業などへ販売
持続可能な農業へのシフトを促進

現在までに$1.2Bの資⾦調達 現在までに$941Mの資⾦調達

DNA操作して窒素⽣産能を向上させた
微⽣物資材を販売

化学肥料の使⽤削減を促進

$617Mの資⾦調達 SPACで上場

近年の農業ビジネス事例

設⽴：2013年 設⽴：2014年

設⽴：2011年 設⽴：2008年
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CBA Sementes
エアロポニック栽培
ジャガイモの種芋



フードテックでの急速な新たな展開：
次世代タンパク質への挑戦が始まっている
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• 誰が⾷べるのか？消費者の視点、社会の受容
• ⾷に対する価値観の変化、変化の促進・熟成
• 消費者にとって重要なことは？

⽇本と海外では基準が異なる可能性が⾼い

サプライチェーン
ロジックス

カーボンニュートラル

AI・IT

• どのように作るか？栽培、飼育、培養…
世界に受け⼊れられる作り⽅（環境配慮、安全性等）

• マーケットサイズに似合うだけの量産ができるのか？
• ⽇本は優位なのか？

⾷によるwell-being 幸せの尺度

サイエンスに基づくエビデンス：多様な計測技術の必要性
基準作り

多様なサイエンス、技術、企業、研究者の参画が必須

五感

栄養

健康

安全

環境

調和

共⽣
協⽣

循環


